
(参考１）

琵琶湖森林づくり事業の展開と事業費の試算について

新たな森林づくり施策にかかる
標準的な事業費の試算
（H16，検討内容）

環
境
に
配
慮
し
た
森
林
づ
く
り

１．針広混交林への転換
（１６０百万円程度）

２．長伐期林への誘導
（３０百万円程度）

３．間伐材の搬出利用
（３０百万円程度）

４．里山の環境保全
（６０百万円程度）

県
民
協
働
の
森
づ
く
り

５．森林の大切さの普及啓発
（２０百万円程度）

６．森づくりへの参画等
（６０百万円程度）

７．木の良さ木の温もりを体感できる機
会の提供等
（１４０百万円程度）

８．森林環境学習の推進
（１００百万円程度）

現在の取り組み状況
（H２２当初予算）

環
境
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慮
し
た
森
林
づ
く
り

１．陽光差し込む健康な森林づくり事業
（事業費３９９百万円
（うち税充当２７７百万円））

２．長寿の森奨励事業
（事業費４２百万円）

３．森林を育む間伐材利用促進事業
（事業費７７百万円）

４．里山リニューアル事業
（事業費１０４百万円
（うち税充当７４百万円））

県
民
協
働
の
森
づ
く
り

５．協働の森づくりの啓発事業
（１８百万円）

６．みんなの森づくり活動支援事業
（２１百万円）

７．未来へつなぐ木の良さ体感事業
（１４９百万円）

８．森林環境学習「やまのこ」事業
（１０４百万円）

今後の取り組み施策にかかる
標準的な事業費の試算
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配
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し
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林
づ
く
り

１．陽光差し込む健康な森林づくり事業
（事業費４８０百万円
（うち税充当３００百万円））

２．長寿の森奨励事業
（事業費２０百万円）

３．森林を育む間伐材利用促進事業
（事業費１５０百万円）

４．里山リニューアル事業
（事業費１００百万円
（うち税充当７０百万円））
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り

５．協働の森づくりの啓発事業
（２０百万円）

６．みんなの森づくり活動支援事業
（２０百万円）

７．未来へつなぐ木の良さ体感事業
（１１０百万円）

８．森林環境学習「やまのこ」事業
（１００百万円）

平成２１年度取り組み状況
（実績）
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り

１．陽光差し込む健康な森林づくり事業
（事業費２１２百万円
（うち税充当１１６百万円））

２．長寿の森奨励事業
（事業費４０百万円）

３．森林を育む間伐材利用促進事業
（事業費５４百万円）

４．里山リニューアル事業
（事業費１１９百万円）

県
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り

５．協働の森づくりの啓発事業
（１４百万円）

６．みんなの森づくり活動支援事業
（３６百万円）

７．未来へつなぐ木の良さ体感事業
（１３７百万円）

８．森林環境学習「やまのこ」事業
（９０百万円）

全体額 ６００百万円 全体額 事業費７０３百万円
（うち 税充当 ６０６百万円）

全体額 事業費９１３百万円
（うち 税充当 ７６２百万円）

全体額 事業費１，０００百万円
（うち 税充当 ７９０百万円）

（新たな課題に対する施策）
・ニホンジカ特別対策費、森林吸収源確保対策費
・・・ 基金額を活用した緊急対策として実施。

(新たな課題に対する施策）
・地球温暖化対策としての間伐の加速化
・県産材の活用促進 等
施策展開を図る上で、１５０百万円が追加で必要と試算

２


